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緊
急
経
済
対
策

　

旧
態
依
然
と
し
た
自
民

党
政
治
が
復
活
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
11
日
、
緊

急
経
済
対
策
を
閣
議
決
定

し
た
。
国
の
支
出
だ
け
で

も
10
兆
３
千
億
円
に
達
し
、

公
共
事
業
に
５
兆
２
千
億

円
を
投
入
す
る
ほ
か
、
大

企
業
向
け
に
多
額
の
補
助

金
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で

は
、
金
融
緩
和
や
、「
国

土
強
靭
化
」
と
称
し
て
２

０
０
兆
円
も
の
大
型
公
共

事
業
を
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。
大
企
業
支
援
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
柱
に
し
た

政
策
は
、
歴
代
自
民
党
政

権
の
景
気
対
策
の
焼
き
直

政
策
に
転
換
す
べ
き
だ
。

　

安
倍
政
権
の
「
復
古
主

義
」
は
、
景
気
対
策
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
９
日

に
は
、
小
泉
政
権
時
代
に

「
構
造
改
革
」
を
主
導
し

た
経
済
財
政
諮
問
会
議
を

会
議
が
大
企
業
優
遇
の
税

制「
改
革
」や
規
制
緩
和
、

社
会
保
障
費
を
毎
年
２
２

０
０
億
円
削
る
「
骨
太
の

方
針
」を
強
行
し
た
。２
０

０
０
年
か
ら
の
11
年
間
で

大
企
業
は
内
部
留
保
を
94

増
に
よ
る
受
診
抑
制
で
医

院
経
営
が
悪
化
。
医
療
崩

壊
や
介
護
難
民
な
ど
深
刻

な
社
会
問
題
を
招
い
た
。

　

安
倍
政
権
は
、
デ
フ
レ

不
況
を
も
た
ら
し
た
「
成

長
戦
略
」
を
反
省
す
る
こ

悪
化
す
る
こ
と
は
証
明
済

み
だ
。
自
公
民
３
党
合
意

は
撤
回
す
る
し
か
な
い
。

　

政
府
の
『
厚
生
労
働
白

書
』に
よ
れ
ば
、経
済
波
及

効
果
や
雇
用
誘
発
効
果
は

公
共
事
業
よ
り
も
社
会
保

障
分
野
の
方
が
は
る
か
に

高
い
。
医
療
・
福
祉
へ
の

投
資
で
経
済
成
長
を
実
現

す
る
道
こ
そ
合
理
的
だ
。

　

協
会
は
、
憲
法
25
条
の

理
念
に
基
づ
き
、
社
会
保

障
の
拡
充
を
求
め
る
。
国

民
所
得
を
底
上
げ
し
、
国

内
消
費
を
喚
起
し
て
景
気

回
復
に
つ
な
げ
る
よ
う
経

済
政
策
を
抜
本
転
換
す
る

こ
と
訴
え
て
い
く
。

を
超
え
る
景
気
刺
激
策
を

打
っ
て
き
た
が
、
財
界
や

一
部
の
業
界
団
体
に
利
益

誘
導
す
る
政
治
で
は
、
不

況
を
脱
し
な
か
っ
た
。
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
６
割
を
占
め
る
家

計
消
費
を
喚
起
す
る
た

め
、
国
民
所
得
を
増
や
す

再
始
動
さ
せ
た
。
メ
ン
バ

ー
に
は
、
小
泉
元
首
相
の

右
腕
だ
っ
た
竹
中
平
蔵
氏

（
パ
ソ
ナ
特
別
顧
問
）や
大

企
業
経
営
者
の
「
民
間
議

員
」
ら
が
名
を
連
ね
た
。

　

小
泉「
改
革
」で
は
、政
・

財
が
一
体
と
な
っ
た
諮
問

兆
円
増
の
２
６
６
兆
円
に

積
み
増
し
た
が
、
民
間
給

与
は
４
６
１
万
円
か
ら
４

１
２
万
円
に
下
落
。
非
正

規
雇
用
の
増
大
で
貧
困
と

格
差
が
拡
大
し
た
。
医
療

現
場
で
は
、
診
療
報
酬
マ

イ
ナ
ス
改
定
と
患
者
負
担

と
な
く
、
諮
問
会
議
を
軸

に
さ
ら
な
る
規
制
緩
和
や

大
企
業
負
担
の
軽
減
、
消

費
税
増
税
、
社
会
保
障
費

削
減
を
狙
っ
て
い
る
。
新

自
由
主
義
「
構
造
改
革
」

で
は
、
国
民
生
活
も
、
日

本
経
済
も
、
国
家
財
政
も

し
に
過
ぎ
な

い
。
バ
ブ
ル

崩
壊
後
も
政

府
は
10
兆
円

旧
態
依
然
の
自
民
党
政
治

会費の減免制度お知らせ

　15年以上継続して協会の会員で、①満70
歳以上の開業医会員の方は会費を減額
（5500円→3000円）、②満75歳以上の方は
会費が免除される制度があります。
　ただし、協会の休業保障制度または保険
医年金制度のいずれかの掛け金払い込み中
は対象外となります。なお、会費免除とな
った先生方には『大阪歯科保険医新聞』の
みをお届けし、協会発行書籍は配付してお
りません。ご了承ください。
　本制度の申請は、協会組織部まで。

70歳以上は減額　75歳以上は免除
休保・年金の掛け金払い込み中は適用外

在宅療養支援歯科診療所の施設
基準の届出に対応した研修会＝
12月１日、Ｍ＆Ｄホール　　　

救急薬品セットの使い方
を解説する中野明宏氏＝
12月９日、Ｍ＆Ｄホール

い
て
触
れ
な

が
ら
、
疾
患

を
複
数
抱
え

て
い
る
人
に

は
必
ず
バ
イ

タ
ル
サ
イ
ン

を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
よ
う
強

調
し
た
。

　

ま
た
、
歯

科
口
腔
保
健

法
で
在
宅
診

　

小
正
氏
は
、
施
設
基
準
の

内
容
や
算
定
方
法
な
ど
を
述

べ
、
老
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て
説
明
。
高
齢
者
疾
患

の
特
徴
や
歯
科
治
療
時
の
注

意
点
を
紹
介
し
た
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
や
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
虚
血
性
心
疾

患
、
脳
血
管
障
害
な
ど
に
つ

療
の
推
進
が
位
置
付
け
ら
れ

た
こ
と
を
指
摘
。
周
術
期
口

腔
機
能
管
理
や
高
齢
者
の
低

　

協
会
と
協
同
組
合
は
、
救

急
薬
品
セ
ッ
ト
の
購
入
者
を

対
象
に
12
月
９
日
、
医
科
協

会
副
理
事
長
の
中
野
明
弘
氏

を
講
師
に
「
不
測
の
事
態
と

薬
品
の
使
い
方
に
つ
い
て
」

を
開
い
た
。
会
員
１
２
７
人

が
参
加
し
た
。

　

「
救
急
蘇
生
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
」

と
し
て
、
近
年
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

普
及
に
伴
い
様
変
わ
り
し
た

こ
と
を
述
べ
た
。
現
在
は
最

初
が
「
Ｃ
」（
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
）
で
、
次
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
徐
細
動
）
で
あ
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

歯
科
治
療
中
に
遭
遇
し
や

す
い
の
が
迷
走
神
経
反
射
に

よ
る
シ
ョ
ッ
ク
（
脳
貧
血
）

で
、
麻
酔
時
に
起
こ
り
や
す
　

南
河
内
地
区
は
、「
患
者
ト

ラ
ブ
ル
の
最
近
の
傾
向
と
対

処
法
」
を
12
月
13
日
、
保
険

医
会
館
で
開
き
、
27
人
が
参

加
し
た
。
講
師
は
、『
患
者

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
「
技

術
」』の
著
者
・
尾
内
康
彦
氏

（
医
科
協
会
事
務
局
次
長
）。

　

尾
内
氏
は
、
医
院
ト
ラ
ブ

ル
に
は
、
主
に
患
者
ト
ラ
ブ

ル
、
職
員
ト
ラ
ブ
ル
、
業
者

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
が
、
患
者

ト
ラ
ブ
ル
が
８
割
を
占
め
る

こ
と
を
指
摘
。
社
会
情
勢
、

医
療
費
抑
制
策
、
医
療
従
事

者
、
患
者
そ
れ
ぞ
れ
の
面
か

ら
患
者
ト
ラ
ブ
ル
の
背
景
を

示
し
、
対
策
と
法
律
上
の
正

　

三
島
地
区
は
12
月
15
日
、

嫌
気
培
養
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
根
管
治
療
に
つ
い
て
、
テ

ー
ブ
ル
ト
ー
ク
型
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
い
た
。
吉
田
匡
宏
氏

（
大
阪
歯
科
大
学
口
腔
治
療

学
講
座
講
師
）
が
話
題
提
供

し
、
14
人
が
参
加
し
た
。

　

根
管
治
療
は
テ
ク
ニ
カ
ル

エ
ラ
ー
が
無
く
て
も
、細
菌
の

残
留
が
原
因
で
良
好
な
結
果

が
得
ら
れ
な
い
事
が
あ
る
。

　

吉
田
氏
は
、
抜
髄
後
に
抗

生
剤
感
受
性
試
験
を
し
て
根

管
内
に
投
与
す
る
必
要
性
が

あ
っ
た
症
例
は
２
〜
３
％
程

と
報
告
。
感
染
根
管
治
療
で

も
50
〜
75
％
は
治
癒
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
根
管

充
填
前
に
細
菌
を
確
認
す
る

こ
と
で
成
功
率
を
上
げ
る
事

が
出
来
る
と
述
べ
た
。

　

チ
ェ
ア
ー
サ
イ
ド
嫌
気
培

養
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
培
養

陰
性
を
確
認
し
た
上
で
根
管

充
填
し
た
場
合
、
成
功
率
が

99
％
以
上
に
な
っ
た
と
報
告

す
る
ド
ク
タ
ー
も
い
る
。

　

根
管
治
療
の
客
観
的
指
標

と
し
て
、
嫌
気
培
養
シ
ス
テ

ム
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
と

言
え
る
。（
茨
木
市
・
永
田
篤
）

し
い
考
え
方
を
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
モ
ン
ス
タ
ー
・
ペ

イ
シ
ェ
ン
ト（
Ｍ
Ｐ
）を
①
薬

物
依
存
②
精
神
疾
患
③
マ
ル

暴
の
患
者
―
―
に
分
類
し
、

事
例
を
示
し
て
そ
の
対
策
を

話
し
た
。
患
者
接
遇
も
必
要

だ
が
、
医
療
従
事
者
が
現
場

の
困
難
な
状
況
を
作
ら
な

い
、
あ
る
い
は
そ
の
状
況
か

ら
脱
出
す
る
ス
キ
ル
と
し
て

役
に
立
つ
講
習
会
だ
っ
た
。

（
松
原
市
・
藤
井
佐
都
樹
）

い
。
治
療
を
中
断
し
頭
を
下

げ
れ
ば
回
復
す
る
が
、
徐
脈

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
心

停
止
に
至
る
可
能
性
も
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

発
生
頻
度
は
低
い
が
、
薬
物

ア
レ
ル
ギ
ー
や
過
換
気
症
候

群
、
局
所
麻
酔
剤
中
毒
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
最
後
に
救

急
薬
品
セ
ッ
ト
の
使
用
方
法

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

栄
養
に
つ
い
て
解
説
す
る
と

共
に
、
嚥
下
体
操
の
有
効
性

や
口
腔
の
体
操
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　

誤
嚥
性
肺
炎
に
つ
い
て

は
、
摂
食
嚥
下
障
害
の
主
訴

と
主
な
症
状
と
確
認
事
項
、

原
疾
患
、
嚥
下
造
影
（
嚥
下

内
視
鏡
検
査
）
に
つ
い
て
話

し
、
内
視
鏡
の
利
点
、
欠
点

に
つ
い
て
説
明
。
摂
食
嚥
下

に
有
効
な
補
綴
装
置
、
嚥
下

補
助
床
に
よ
る
治
療
方
針
に

つ
い
て
述
べ
、
質
疑
応
答
を

行
い
講
演
を
終
了
し
た
。

　

社
保
研
究
部
は
、
在
宅
療

養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設

基
準
の
届
出
に
対
応
し
た
研

修
会
を
12
月
１
日
、
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
小
正
裕

氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者

歯
科
学
講
座
教
授
）
が
講
師

を
務
め
、
69
人
が
参
加
し

た
。 社保研究部

協 会 ・
協同組合

歯
援
診
研
修
会
を
開
く

救
急
セ
ッ
ト
購
入
者
対
象
に

ト
ラ
ブ
ル
対
策
で
講
習
会

根
管
治
療
テ
ー
マ
に
交
流

施
設
基
準
の
届
出
に
対
応

薬
品
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
を
解
説

南
河
内
地
区

三
島
地
区


